

























































? 林? 毅陸? 『欧州近世外交史? 上巻』 
慶応義塾出版局? 明治 41 年 
? ? 同上? ? 『欧州近世外交史? 下巻』 
同上? ? ? ? 明治 42 年 
? ? 同上? ? 『弘堂講和集』? ? ? ? ? ?  
高原書店? ? ? 昭和 8 年 
? ? 同上? ? 『外交の常識』? ? ? ? ?  
日本放送協会? ? 昭和 13 年 




慶応出版会? ? ? 昭和 22 年 
? ? 同上? ? 『生立の記』? ? ? ? ? ?  
（非売品）? ? ? 昭和 29 年 
? 中村菊夫?「大正政変と林毅」『法学研究』?
? ??巻? ????合併号? 昭和 ??年?
? 内山正熊・石川忠雄?「林毅陸先生略歴」?
? 同上所収?













児としては 4 番目であったのでしょう。 

































































況の下で、明治 15 年から 22 年まで高松で
過ごされました。 



































































の 8 つのクラスがそれぞれ前後 2 つずつに
分かれている。だから、毎学期順調に進級し































つ進級していけば 14 学期、つまり 5 年弱在











尋常中学 5 年、高等中学は最初は 2 年、後



















































? 林先生も明治 25 年７月に本科を卒業し
















































資料３※? 明治 ??年 ?学期本科１等、１クラス?






















































































































先生は結局明治 45 年から約 11 年間議席






























































































































































































































































































































































































































林先生は大正 12 年 12 月、慶應義塾塾長
に就任され、昭和 8 年までその職にとどま
ります。同年 12 月同大学法学部教授に復さ
れ、同 19 年 3 月退かれ、名誉教授兼講師に
なられます。したがって、第２次大戦が終結
した時、林先生は専任の教職には就いてお
られず、その意味で自由の身の上でした。昭
和 11 年以来東亜同文会の理事をしておら
れましたが、東亜同文会も戦争が終わった
ときに解散をしております。上海から引き
揚げてこられ、新たに愛知大学を立ち上げ
た本間先生は、そこで元理事であった縁故
により林先生に学長への就任を求められた
のでしたが、何度お願いをしても、断られた
と回想しておられます。そこで本間先生は
最後に、同文書院からの引き揚げ学生が数
百人いる、この人たちの後始末を考えなけ
ればならないのだと言うと、それでは引き
受けようとお答えになったと言っておられ
ます。東亜同文会の理事は大部分が戦後、公
職追放になっていました。しかし、林先生は
大正 12 年以降、政治と一線を画しておられ、
またファシズムの嵐が教育の場に激しく吹
き荒れるようになった時代には、すでに塾
長は退いておられましたからパージの対象
にならなかったんでしょうね。それが本学
のために幸いであったと言え、良かったの
かもしれません。 
つまり林先生という方は政治に強い関心
を持って、一時はそれに積極的に参加しよ
うとした。しかし、議場での論戦よりもアカ
デミズムにおいて専門分野だった外交問題
にむしろ活躍の場を見出され、そして大正
12 年にはそれへも絶望して、アカデミズム
に復帰する。それ以後政治には一切参画し
ないという態度を堅持されるわけです。 
 
（八）?
 
こういう林先生の生涯と学問に対する姿
勢を見ておりまして、私は自分が若い日に
見た愛知大学の学長先生、何人もの学長の
下で教員をしていたわけですが、大部分の
方が政治に対して一線を画する姿勢を堅持
しておられた事を思い出しました。時はあ
たかも日本社会全体が一種の政治熱に沸き
立っている最中でした。全国の大学に学園
紛争の嵐が吹いていました。そうした中で、
本学の多くの学長はそうした政治的風潮を
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一歩離れた立場から冷静に見守っておられ
たようでした。学生のセクト間の対立も激
しく、場合によるとそれが学園そのもの破
壊に結び付きかねない、ぎりぎりの処まで
行ったように思われます。しかし、それがど
うやら食い止められたのは、政治に対して
直接にコミットし過ぎないという態度を堅
持された学長方の叡智があったからである
かと思います。 
これはもちろん初代学長以来の本学の伝
統であるなどと主張しようとしているわけ
ではありません。私が調べていくうちに、こ
の、言うならば、偶然の一致に気が付くと共
に、こちらでお世話になった 13 年間を懐か
しく思い出していたものですから、こんな
表題を掲げてみたのです。問題は私の感想
ではなしに、林毅陸という先生がどんなふ
うに学問され、そしてまた外交というもの
について、どういうふうな理念をお持ちに
なったか。そのことをこれはある意味での
客観性があると考え、お話をした次第です。
どうもご清聴ありがとうございました。 
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